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本日のアウトライン
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１．Zoomをさらに極める
ガイダンス（14日）のフォローアップ

２．「90分無観客試合」を避ける
ひたすら話し・聞き続けるのは、教員も学生も苦しい

３．非同期コンテンツ作りは難しくない
新しいソフトや機器を使わずにどんどん作成

30分～40分を予定



ガイダンスのトラブルから学ぶ
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〇600人以上が接続しても安定した配信
〇教員側の回線が落ちてもミーティング（授業）自体は止まらず復旧
〇チャットでサポート情報（皆様に感謝です）
〇「なりすまし」や「荒らし」はいなかった

×船頭多くして…（パワポ操作・機材設定・機材操作がすべて別人）
×リハーサルと本番の設定が違う
×初めて使うパソコン
×まさかの同一文書でのURLとパスワード告知

（文字タイトル出典）テレビ朝日 （2020） しくじり学園 https://www.tv-asahi.co.jp/shikujiri/  （accessed on 15 April 2020）



授業前の準備：授業時間のセッティング
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修正：ちょうどZoomが止まっていたところ…

個人ミーティングID
を使わない



まとめて設定
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Zoomのウェブサイト
からログイン

https://zoom.us/

様々な機能の設定が
一括で可能に



まとめて設定
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右側の「編集」を
クリックして

種々の設定変更



乗り越えるべき最初の課題：出席確認
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◼ ４つの方法
１．レポート機能（データ保管は1か月以内）
✓授業（Zoomミーティング）終了後、Zoomホームページにログイン
→アカウント管理→レポート→アクティブホスト

✓開始日と終了日を設定（授業した日（同じ日）に設定）→検索
✓出席者・参加時刻・退出時刻・所要時間などが分かる

２．（参加者の）管理機能
✓１や２では、学生が本名で登録している必要

３．チャット
４．音声・映像を活用
✓３や４では、学生に何をさせるかを工夫



遠隔授業の工夫（授業設計編）
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反転授業 ・ 同期＋非同期のブレンド ・ Onlineでジグソー法

◼ Flipped Classroom
➢ 学習者が新たな学習内容を、通常は自宅でビデオ授業などを視聴して予習

➢ 教室では講義は行わず、逆に従来であれば宿題とされていた課題について、
教師が個々の生徒・学生に合わせた指導を与えたり、生徒・学生が他の生徒・
学生と協働しながら取り組む

➢ 従来（特にeラーニング登場後）あったブレンディッドラーニングの一形態
➢ 教室は、知識やスキルの定着の場、オフィスアワー…

講義に該当する
コンテンツ

探究活動
実習・演習

「教室」の部分を
ライブ授業で



遠隔授業の工夫（授業設計編）
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反転授業 ・ 同期＋非同期のブレンド ・ Onlineでジグソー法

学習時間が増える（実質的に授業時間外の学習が増える）→学習進度
を早める

学んだ知識を使う機会が増える（アウトプットが増える）→学習意欲＋
知識定着を促進

生徒・学生の知識レベル均一化ができる→事前知識の差を埋める
ICT活用教育・eラーニングのメリット（マルチメディア、システム上のログ
活用、オープン教材の共同使用、繰り返し視聴など）を活かせる

（出典）重田勝介（2013）反転授業 ICTによる教育改革の進展、情報管理 56(10) pp.677-684



遠隔授業の工夫（授業設計編）
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反転授業 ・ 同期＋非同期のブレンド ・ Onlineでジグソー法

講義に該当する
コンテンツ自習

まとめと課題・小テ
ストなどの指示

イントロダクション
学び方指示

◼ FtoF Blended Learning
➢教員は授業の冒頭と最後に登場
➢ライブ授業が基本で、自習を挟む
➢自習時間中は学生の活動をモニターする
➢随時質問を受け付け
➢授業外学習に替えて、授業後受けるテストなども用意



遠隔授業の工夫（授業設計編）
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反転授業 ・ 同期＋非同期のブレンド ・ Onlineでジグソー法

効果・メリット

シンプルな構成で全員が何
をすべきか分かる

テキストの指定部分を読ま
せる活動でも成立する

学生個々のレベル差を補て
んできる

受験勉強で慣れている形式
課題やテストで理解度把握
質問力が育成される

課題・デメリット

◼課題やテストに工夫が必要
◼ライブのメリットがあまりない

◼ 「やらされている」感が高ま
ることが多く、満足度低い

◼自律的学習習慣形成には結
びつきにくい



遠隔授業の工夫（授業設計編）
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反転授業 ・ 同期＋非同期のブレンド ・ Onlineでジグソー法

知識・スキルＡ

知識・スキルB

知識・スキルC

知識・スキルD

ひとりひとりがＡ～Ｄの専門家として、
お互い学んだことを教えあう

Ａ～Ｄすべ
てを発揮し
ないと解決
できない課

題

反転授業＋協調学習

授
業
外
学
習

授業中



遠隔授業の工夫（授業設計編）
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反転授業 ・ 同期＋非同期のブレンド ・ Onlineでジグソー法

効果・メリット
 全員が責任を持って参加する授
業になる

 納得するまで教えあうことで理解
が深まる

 教員の予想を超えた解に至ること
もある

 多様な視点があった方がよい課
題解決に適している

 コミュニケーション力や協調性が
高まる

 主体的に学ぶ姿勢が育成される

課題・デメリット

◼ 欠席者や脱落者が出た場合のフォ
ローアップが大変

◼ 教員の準備が大変、特にコンテンツや
課題の用意に手間がかかる

◼ 話し合いがまとまらないケースがある
◼ 集団的浅慮（Group Think）に陥る場合

◼ 学習者が協調の効果を納得していな
いとうまくいかない

◼ ジグソーの経験不足の教員は負荷大



遠隔授業の工夫（小道具編）
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パソコン内蔵カメラがない（調子悪い）！ウェブカメラがない（売り切れ！）
→スマホをカメラ・マイクにできるアプリ（Zoomが認識するiVCamなど）

Kibacoにビデオをアップしたいが、作業が複雑・割り当て容量が少ない！
→YouTubeにアップすればよい（GoogleのアカウントがあればOK）
→GoogleDocsやSlackなどにアップしてもよい（DLされる可能性も…）

大型モニタなんてない！買ってもどこに置けばいいかわからない！
→HDMIケーブルでテレビにつなげばよい



PPTを映像コンテンツに変更
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◼ 複数のPPTを立ち上げて
いないことを確認

◼ 録音するPPTを保存済
みであることを確認



PPTを直接映像コンテンツに
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コンテンツの設定
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コンテンツの設定
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ナレーションを録音
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スライドごとに録音・録画 読み原稿を「ノート」に書いた時

使うマイクやカメラを選択

次のスライドへ

前のスライドへ

右下の映像を隠す



ビデオを編集：新規ソフトは不要
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１）ビデオを右クリック

２）「プログラムから開く」

３）「フォト」をクリック

Windows10の場合



ビデオを編集：「フォト」の機能
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拡大

結構たくさんの効果を
加えられる

基本はこれで前後を削る

短いビデオをたくさん作る＞
長いビデオを少なく作る



その他の方法
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◼ PDFに音声を埋め込み

◼ 一部入力（書き込み）可能なPDFファイル

◼ 音声読み上げ（ナレーション）ソフト

◼ SCORMエンコーディングソフト（本格的なコンテンツ作成）



OneMore Step…

✓ 1分で説明「どうするZoom」ビデオシリーズ
http://www.comp.tmu.ac.jp/FD/index2.html

✓ Zoom自体の「チュートリアル」サイト
https://support.zoom.us/hc/ja/articles/206618765-Zoom

✓ 「ビデオ教材作成」・「ALセミナー」シリーズ
https://kibaco.tmu.ac.jp/portal
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本日の上映資料＋チェックリスト
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◼ 困ったら：オンライン授業のサポートページへ
学生用https://scrapbox.io/tmu-online-student/
教員用https://scrapbox.io/tmu-online-tips/

◼ Google Driveからダウンロード可能
https://drive.google.com/drive/folders/1KQdKmM6ofx0JhgZA5PK
vCnWtJLTZoKI4?usp=sharing
◼ 短縮URLは↓

https://bit.ly/2Voebmn


